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1．はじめに 

 2000 年頃からアルミニウム歩道橋および歩行者用拡

幅アルミニウム床版が建設されるようになってきた．

さらに道路橋用アルミニウム床版を用いた鋼桁橋が

2011 年に建設された．この様な状況で，道路橋用アル

ミニウム床版を支持する桁にもアルミニウム合金材を

適用することが期待される．本研究は，せん断を受け

るアルミニウム合金桁の耐荷力を明らかにすることを

研究目的とする． 

2．桁のせん断耐荷力 

 せん断を受ける長方形板の耐荷力が次式で与えられ

ている 1）． 
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ここに， u ：せん断耐荷力， 3/2.02.0   ， 0.2 ：

0.2%耐力， 1R , 2R , 1a , 2a , 3a , m：表１に示す値，μ：ポ

アソン比（= 0.3），E：ヤング率（=70GPa），a：長辺の

長さ，b：短辺の長さ，t：板厚 

式(1)の sf の中の b と t を，それぞれウェブの板幅

wb と板厚 wt に読み替えて，桁のせん断耐荷力が次式

で与えられると仮定する． 
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ここに，Vu ：桁のせん断耐荷力，VY：せん断耐荷力の

上限値 

表-1 1R ， 2R ， 1a ， 2a ， 3a ，m の値 

AL合金 
2.0

(MPa) 
1R  2R  1a  2a  3a  m  

A6061-T6 245 0.60 1.09 1.20 0.36 0.80 0.81 

A5083-O 125 0.53 0.92 1.02 0.26 0.80 0.76 

表-2 1 と 0c ~ 4c の値 

AL合金 
2.0

(MPa) 
1  0c  1c  2c  3c  4c  

A6061-T6 245 0.13 1.01 -0.03 -0.30 -0.04 0.05 

A5083-O 125 0.09 1.00 0.10 -1.13 0.72 -0.14 

 

図-1 端補剛材 

 

図-2 圧縮を受ける平板部材 

3．端補剛材の設計 

図-1 に示すように，端補剛材をウェブの位置で面

外方向に固定支持された平板部材とみなし，式(4)で与

えられるせん断耐荷力 Vu が平板部材の両端に圧縮力

として作用すると仮定する．図-2 に示すように，平

板部材が圧縮を受けて水平方向に座屈する場合に対す

る耐荷力が次式で与えられている 2)．  
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ここに， u ：圧縮耐荷力， st ：端補剛材の板厚， 

sb ：端補剛材の片側の板幅， wb ：端補剛材の長さ（ウ

ェブの板幅）， 1 ， 0c ~ 4c ：表 2に示す値 

uwssu tbtV  )2(/ を満たすとき，端補剛材は圧縮

耐荷力に達しない．したがって端補剛材の断面寸法は

次式から決められる． 

c
wss

u f
tbt
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端補剛材の片側の板幅は次式によって決められる． 

sss tb 0  (9) 

ここで， 0s は自由突出板が 0.2%耐力を維持する幅厚

比であり，A6061-T6と A5083-O に対して，それぞれ 6

と 5を採用する 2)． 

式(4)と(9)を式(8)に代入して次式を得る． 
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wb と wt の値を式(10)に与え，左辺と右辺が等しい場

合に対して解く．式(10)は st に関して非線形となるた

め，数値計算によって求める． 

4．FEMによる弾塑性有限変位解析 

FEM による弾塑性有限変位解析によって得られた桁

のせん断耐荷力と式(4)が与える耐荷力を比較すること

により，同式の妥当性を調べる． 

 アルミニウム合金の応力‐ひずみ関係として次式を

使用する． 
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ひずみ硬化パラメータ n の値は，A6061-T6 と A5083-O

に対して，それぞれ 29.1と 5.3 である 3)． 

ウェブの初期たわみ 0w に対して次式を仮定する． 
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x 軸方向の初期たわみ形状のモード数 5 は，縦横比 6.5

のウェブの座屈モードが 5であることに対応する 1）． 

境界条件を表-3に示し，要素分割を図-3に示す． 

解析値と，式(4)が与える耐荷力曲線の比較を図-4 に示

す．解析値は耐荷力曲線よりも上にプロットされてい

る．フランジの断面積に対するウェブの断面積の比

fw AA / が大きくなると，せん断耐荷力が低下する． 

これは，フランジの断面積がウェブの断面積に対して 

表-3 境界条件

 

 

 

 

 

図-3 要素分割 

 

図-4 解析値と耐荷力曲線の比較（A6061-T6） 
 

相対的に小さくなると，桁のせん断抵抗に対するフラ

ンジの寄与が低下するためである． 

5．結論 

せん断を受けるアルミニウム合金桁の耐荷力が式(4)で

与えられた． 
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